
JAPN320S授業案: グループ名_Del Rey Woods＿＿＿　メンバー名＿恋、シャノン、ニコラス＿＿＿＿＿＿＿   Lesson Plan #10
学校名＿デルレイウッズ＿＿日時＿11月30日＿＿＿＿時間（何時から何時までの活動か):＿2時半～3時半＿＿＿＿＿＿＿
	授業の目的

・お金という物は＄だけではなく多種類存在するということを知ってもらう。特に日本では￥を使うと紹介する。
・お金の違いだけでなく、お金に関する文化の違い（お金の払い方やチップ制度　子供達が理解出来る範囲で）があることを知ってもらう。
・海外のお金に興味を持ってもらう。

	授業のアウトカム

Students will be able to:

・一から十までの数字をしっかりと言えるようになる
・アメリカのドル（＄）と日本のえん（円）の形が違うこと、習慣的な点（現金で払うことがおおいことなど）において共通点と差異があることを区別（identify)できるようになる
・お金に関する言葉、円、百、千、万などを聞き取り、言えるようになる

	時間　（何分）
	アクティビティー
	役割分担（誰が何をするか）


	必要な教材



	Setting the Stage Activity (動機付け)
	・日本のお金を見せ、子供達の興味を集める。お金に関する簡単な質問をする、質問に答える。

	シャノン、ニコラス、恋：お金の簡単な説明、質問をする、質問に答える
	・日本のお金


	List Activities

・Input Activity
・Input Activity


	・三つのグループに分かれて一から十までの数字を言う練習をする数字と発音をローマ字で書いたホワイトボードを使いながら）。（１０分ぐらい）
・グループずつに１円玉、５円玉、１０円玉、５０円玉、１００円玉、５００円玉、千円札、五千円札、一万円札を配る。生徒たちと一緒にアメリカと日本でお金に関することがどう違うか、また共通点などについて話し合う。その際に、四つの新しい言葉（円、百、千、万）を紹介する。それぞれの配った小銭の言い方も練習する。（20分～25分）
・なぜ５円玉は穴が開いているのか（日本の歴史的な習慣に基づいており、それを知ってほしいので）を話す。（１０分）
	シャノン、ニコラス、恋：それぞれグループにわかれて説明
お金についての説明をするときは、大きな一つのグループで出来そうであればそうする。（状況をみながら）

	小銭：（少なくとも）全部3枚ずつくらい

札：千円札（3枚）、五千円札（一枚しか持っていない）、一万円札（3枚）

セント：全部のセントの種類3個ずつ

糸

	Assessment/Application Activities　（学習内容の評価）
	生徒たちに1人ずつ円とドルとの共通点や差について聞き、習慣が日本とアメリカで違うということを理解したか確認する。また、生徒に幾つかの小銭を見せて全部でいくらか聞き日本語で答えさせ、数字を日本語で覚えたか確認する。（５分）
	シャノン、ニコラス、恋：クラスの様子を見て、皆で出来そうであれば皆で行い、難しそうであればグループ毎に行う。
	・日本のお金



